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沖縄国際大学 平成28年度 FD支援プログラム成果報告書 

下記内容により、FD支援プログラムの取り組みが完了いたしましたので、[FD支援プログラム成果報告

書」にて、ご報告いたします。 

報告者氏名 上原 千登勢 	⑤ 所属・職名 産業情報学科・講師 

プログラム名称 
英語関連教科における「アクテイブラーニング」の導入に向けての視察・調査一本学生 

をより能動的な学習者に育てるために― 

【アクテイブラーニング授業導入内容】 

士ペアワーク・グループワ一ク、ロールプレイ、ブレインストーミング、メニュー作 
り、ゲーム、ミニプレゼンテーション、五感を使ったアクテイビテイ（洋楽・ビデオ 
鑑賞、お菓子試食） 

担当教科（英語 Is 五、ビジネス英語）において出来るだけ座学ではなく、上記のよ 
うなアクテイブラーニングを取り入れた授業行った結果、以下のような結果が得ら 
れた。 

⑥：大いに効果が得られた 
実施及び成果の 〇：ある程度効果が得られた 

要旨 △：効果が得られたか不明 
×：効果が得られなかった 

1．受け身ではなく、自分から進んで英語を学習するようになる。 （〇） 
2． 自分に合った学習スタイル・学習方法を見っけることができる。（△） 
3． 自分の得意・不得意なことがらを認識することができる。 （（亘）丁 
4，教員からでなく、お互いから学ぶことができ、切瑳琢磨できる。 （⑥） 
5．英語に興味を持ち、学習を継続することができる。（〇） 
6．英語を単なる「教科」としてではなく、ッールとしで活用することが出来る。（〇） 
7， 英語カをあげることにっながる。（△） 

士アクテイビテイ詳細はパワーポイント資料を参照。 

自 ： 	2016 	年 	5 	月 	7 	日（GW明けから本格的に実施） 
実 施 期 間 

至： 	2017 	年 	1 	月 	28 	日 	（授業最終日） 

※共同実施者（2 人以上の場合は、別紙添付のこと） 

申請者氏名 印 所属・職名 

申請者氏名 印 所属・職名 



様式2-2 

目 	的 本学生が英語に興味を持ち、能動的に学習を行い、継続することを目標とする。 

活 動 内 容 

【参加したアクテイブラーニング関連のセミナー・学会一覧】 

*20 1 6年8月 9 日（火）ICT利用による教育改善研究発表会（東京理科大学） 

士 2016年8月12日（金）大学におけるインタラクテイブなスピーキング・
ライテイングの指導（東京飯田橋・ブリテイッシュカウンシル） 

*20 1 6年9月 5 日（月）-7日（水）第6回新任教員研究セミナー（東京八
王子・大学セミナーハウス） 

出 2017年2月12日（日）「グローバル時代だからこそ必要な英語・思考力 
2020年のセンター試験廃止で教育・受験はどうなる？」（東京・広尾：天現寺会
館） 

士 2017年3月 5日（日）「語学教育エキスポ20 1 7]（早稲田大学） 

成果・結果・効果 

士中間テストと期末テスト時に、アンケートを実施し、授業の感想や要望などの
調査を行った。「グループワークが楽しい」、「メニュー作りなどの課題は大変だ
がやりがいがあった」、「以前より積極的に学習するようになった」、「少し英語に
興味を持っようになった」との意見が多かった。 

士ただ学生の成績、英語力の向上に直接結びっいているかは不明である。この点
は継続して調査したいと考えている。 

士アクテイビテイによっては学生がそれに夢中になりすぎて、英語を使わない、 
目的と異なる結果（教員が想定していないことをするなど）に終わる場合もあっ
たが、学生自身はそれなりに考え、行動し、貴重な経験をしたと感じている。 

今後の展望 

アクテイブラーニングを取り入れた授業は今後も継続したい。英語I,'nはもち
ろんであるが、より専門性の高いビジネス英語やマーケテイング英語（企業シス
テム学科）の学生は学年も 2年生以上なので、更に学生が中心となる授業を心が
けたい。 今後は並行して定期的に英語力や目標達成チエックを行い、理解度も
きちんと記録、分析したい。 

更に、2017年度より新たに「国際理解課題研究I」の授業や中・上級レべル
の英語VII仕OEIC講座）に対応した「クリテイカルシンキング」を導入した授業
の展開を計画している。アクテイブラーニングを踏まえて、これからのグローバ
ル社会に対応できる人材育成を目指したい。 



FD関連出張報告会 

2017年 1月27日（金） 

産業情報学科 上原千登勢 



8 月9日（火） 

ICT利用による教育改善研究発表会（東京理科大学） 

8 月12日（金） 

大学におけるインタラクティブなスピーキング・ライティン

グの指導（ブリティツシュカウンシル） 

9月5日（月）~7日（水） 

第 6回新任教員研究セミナー（大学セミナーハウス） 

2016年度 FD関連出張先（参加研修・セミナー） 



~“、 

大学におけるインタラクティブなスピーキング・ラ 
イティングの指導（ブリティッシュカウンシル） 

オーダーメイドの研修を依頼 

＊アクティブラーニングを取り入れた授業の展開方法 

＊大人数のクラスの授業行う方 

＊英語ONLYで授業を行うコツ 

＊学生のモチベーションを上げる・維持させる方法 

＊学生の気づき、学習のきっかけを促す方法 

＊大学生向けのコンテンツ・教材の紹介 



へ 

大学におけるインタラクティブなスピーキング・ラ 
イティングの指導（ブリティッシュカウンシル） 

研修後で得られた内容・情報 

スピーキングアクティビティのセットアップ方法 

（導入・ウォームアップアクティビティ、ブレインストーミング等） 

明確なインストラクション（指示）の与え方

他の参加者からのフィードバック、感想 

教材のクリエイティブな使用方法 

https://www.britishcouncil.jp/programmes/english-education/resources-teachers/online  

生のネイティブ・イギリス英語をきくことができた 

生徒側目線・学習者を経験することができた （模擬授業） 



大学におけるインタラクティブなスピーキング・ラ 
イティングの指導（ブリティッシュカウンシル） 

研修後の試み 

＊グループワーク、ペアワークを増やした 

＊学生ひとりひとりに役割、責任を与えた 

＊インストラクション（指示）を明確にする努力をした 

＊自由度を上げ、学生が自ら考え、学習意欲を高めるエ夫をした 

＊モニタリングを強化し、フィードバックをしっかり行うようにした 



研修後の授業例 （ブレーンストーミング） 
英語丑 FOOD 食べ物の説明・レストランを勧める 
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研修後の授業例 （語葉確認、スピーキング準備） 
且 FOOD 食べ物の説明・レストランを勧める 英 五ロ
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研修後の授業例 （スピーキング実践） 
英語且 FOOD 食べ物の説明・レストランを勧める 
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研修後の授業例 （グループワーク） 
英語五 FOOD 異文化・世界の食事について知る 



研修後の授業例 （自主性を育てる） 

英語且 中間テストの答え合わせ自分たちでやる 



研修後の授業例 （Unitのまとめ・復習） 

英語 II クリスマスイベント 

ねらい】 

食べ物、味、食材に関する表現やボキャブラリーの復習・まとめ→ 英語を使って行う 

五感を使って、記憶に残ることを期待。 

結果】食べるのに夢中になりすぎて？目標達成ならず→ほとんど日本語を使用。指示に従わず、行動など。 

* 気づきはあった様子。 「なんで“X-mas”って書くの？」、 「お菓子甘すぎ！」、 「塩分多すぎ！」 「口に合わない」 S 

「意外とおいしい」など。 



FD関連出張報告会 
Thank you for attending 

today's debriefing session! 


